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背景

電通大生の留年率が高い!!!

標準修業年限卒業率：約7割

(参考: 
http://www.uec.ac.jp/career/career
_path/graduation/26ie.html)



なぜ留年するのか

なぜ留年をするのか
↓

単位を落とすから



何故単位を落とすのか

①講義に出席しない。

・朝起きることが出来ない。
・欠席に対する危機感が薄い。
・行く楽しみがない。
・欠席回数をオーバーする。



何故単位を落とすのか

②勉強に行き詰った際に解決が出来ない。

・教授に聞く勇気がない。
・少し前の問題で、教授に聞きづらい。
・聞く友達がいない。
・調べても分からない。
・勉強の仕方が分からない。
・気軽に聞ける環境にいない。



何故単位を落とすのか

③講義の情報を見落としていた・見落としたことに気付け
ない。

・一度の欠席で重要な情報(テスト等)をしばしば見落とす。
・人脈がない故に得られなかった情報を補填する方法がない。
・教授からは学生視点の情報を得られない。
・そもそも学務情報システムとシラバスが使いづらい。



解決策



解決策
・朝起きれない。
・一度の欠席で重要な情報(テスト等)を見落とす。
⇒自己管理して朝早く起きれるようにすればよい。

・欠席回数をオーバーする
⇒欠席回数が管理できれば良い。

・少し前の問題で、教授に聞きづらい。
⇒計画的に学習を進めていればよかった。

自己管理の補助



解決策
・欠席に対する危機感が薄い。
・教授からは学生視点の情報を得られない。

⇒予め講義に対する情報交換が可能であればよい。
・そもそも学務情報システムとシラバスが使いづらい。

⇒それらの機能を使いやすくしたシステムがあれば
よい。

履修計画の補助



解決策

・少し前の問題で、教授に聞きづらい。
・勉強の仕方が分からない。
・聞く友達がいない等、気軽に聞ける環境にいない。
・一度の欠席で重要な情報(テスト等)をしばしば見落とす
・人脈がない故に得られなかった情報を補填する方法がな
い。
⇒勉強のことを聞きやすいコミュニティがあればよい

コミュニティ活動の補助



①自己管理の補助
②履修計画補助
③コミュニティ活動の補助

⇒これらを解決する総合アプリを作りたい!!
:UECmanagement

解決策まとめ



プロジェクトの発足

プロジェクト(アプリケ―ション)名： UECmanagement

目的：電通大生の快適な学習環境を作るサポートをする

内容：電通大生の学生生活を学習面、自己管理面、コミ
ュニティ活動面からサポートするアプリケーションの開発



プロジェクトの発足

実装： androidアプリ、webサービスでの実装

担当 : 仙洞田 データベース
中村 androidアプリ
庄司 webサービス



UEC managementの概要

自己管理の補助

履修計画の補助

コミュニティ
形成の補助

予定の管理、共有 カレンダー

出欠席の管理

単位の管理

履修登録の補助

講義毎の情報共有

勉強会の募集

クラス・学科内情報共有

時間割

掲示板・コミュニ
ティサイト



効果検証の方法

• アプリを使っている人の、アプリを使う前とアプリを
使い始めてからの成績を比べて、どれ程効果があった
のか検証する。

UEC managementの概要



UEC managementの概要

アピールポイント

• 既存のものと比べてターゲットを電通生に絞ることで
電通大生にとって便利で使いやすい仕様にできる

• 懸念されるコミュニティ機能の過疎化が起きにくい

• 学生の出席率が上がり、また情報共有も盛んになるの
で大学のレベル向上に繋がる



活動計画
前期：履修計画補助の機能の実装

後期：自己管理補助、コミュニティ活動補助の機能を
追加していく

2017年3月までにリリース、全学生の10%(470人）に
使ってもらう



自己管理の補助

履修計画の補助

コミュニティ形
成の補助

予定の管理、共有 カレンダー

出欠席の管理

単位の管理

履修登録の補助

講義毎の情報共有

勉強会の募集

クラス・学科内情報共有

時間割

掲示板・コミュニ
ティサイト

前期

活動計画



現在の時間割作成の流れ

学習要覧で必修科目を確認

↓

時間割で時限を確認

履修計画の補助
月 火 水 木 金

1
キャリ
ア演習

2 実験

3 実験 英語

4

5

月 火 水 木 金

1

2

3

4

5



現在の時間割作成の流れ

学務情報システムで必再履科目・
未履修科目とその区分を確認

学習要覧でその区分の科目を確認

時間割で開講時間を確認

シラバスで各授業の内容を確認
履修授業の決定

履修計画の補助
月 火 水 木 金

1
キャリ
ア演習

韓国語
演習

2 実験

3 実験 英語

4

5
キャリ
ア

月 火 水 木 金

1
キャリ
ア演習

2 実験

3 実験 英語

4

5



履修計画の補助
月 火 水 木 金

1
キャリ
ア演習

人間工
学

韓国語
演習

情報と
法規

2 実験 OR
メディア
ネットワ
ーク

J科特講

3 実験
数論ア
ルゴ

英語

4
多変量
解析

通シス

5
キャリ
ア

月 火 水 木 金

1
キャリ
ア演習

韓国語
演習

2 実験

3 実験 英語

4

5
キャリ
ア

現在の時間割作成の流れ
学習要覧で専門科目の選択科目の必
要単位を確認

時間割で各授業の開講時間を確認

シラバスで各授業の内容を確認

履修授業の決定



現在の時間割作成の流れ
学習要覧でその他の科目（人文科
目、上級科目など）の必要単位と
開講授業を確認
時間割で各授業の開講時間を確認
シラバスで各授業の内容を確認
履修授業の決定

履修計画の補助
月 火 水 木 金

1
キャリ
ア演習

人間工
学

韓国語
演習

情報と
法規

2 実験 OR
メディア
ネットワ
ーク

J科特講

3 実験
数学の
哲学

数論ア
ルゴ

英語

4
多変量
解析

通シス

5
キャリ
ア

月 火 水 木 金

1
キャリ
ア演習

人間工
学

韓国語
演習

情報と
法規

2 実験 OR
メディア
ネットワ
ーク

J科特講

3 実験
数論ア
ルゴ

英語

4
多変量
解析

通シス

5
キャリ
ア



現在の時間割作成の流れ
空きコマで他学科・他学年・教職科
目の興味のある授業など

シラバスで各授業の内容を確認

履修計画の補助
月 火 水 木 金

1
キャリ
ア演習

人間工
学

韓国語
演習

情報と
法規

2 実験 OR
メディア
ネットワ
ーク

現代数
学入門B

J科特講

3 実験
数学の
哲学

数論ア
ルゴ

英語

4
多変量
解析

通シス
数学教
育法Ⅰ

5
キャリ
ア

月 火 水 木 金

1
キャリ
ア演習

人間工
学

韓国語
演習

情報と
法規

2 実験 OR
メディア
ネットワ
ーク

J科特講

3 実験
数学の
哲学

数論ア
ルゴ

英語

4
多変量
解析

通シス

5
キャリ
ア



履修計画の補助：現在の履修計画

学修要覧 時間割

シラバス
学務情報システム

全部見ながら
やらなければ
いけない



履修計画の補助

UEC management

シラバス

学習要覧

情報を統括し
簡単に時間割を組める
機能を目指す

時間割

学務情報システム



履修計画の補助

登録・ログイン

入学年度、学科などの情報の入力
取得済単位の計算

利用のイメージ

必修科目・必再履科目が
自動で時間割に登録される



履修計画の補助

利用のイメージ

区分検索・時限検索で
シラバスを参考にしながら

時間割を登録

印刷 / スクショ用の画像生成
各区分の取得見込単位数を計算

検索

検索

登録

検索画面

時間割

区分一覧



前期の取り組み :履修計画補助機能の実装

実装する機能(1/2)

・登録した時間割の表示

・講義区分からの講義検索

・時間割画面からの開講時間検索

・個人成績の読み込み



前期の取り組み :履修計画補助機能の実装

実装する機能(2/2)

・シラバスの表示

・必修単位の自動登録

・卒業必要単位、習得単位、修得予定単位数の表示



前期の取り組み :androidスクリーンショ
ット

時間割画面 成績画面 成績ファイルの選択



前期の取り組み :web



前期の取り組み :webデモ



問題点

個人情報を扱うにあたってのセキュリティ面をどう
するか
ユーザーとしては、情報の扱われ方に不安感がある

前期の取り組み

解決案

成績ファイルを読み込むのではなく、手動で修得単
位を入力してもらう
ID、PASSは個人情報とまったく関係のないものに
してもらうように明記する



今後の展望

履修計画補助機能の実装の課題

・個人成績の安全な利用・保持
・必修単位の自動登録
・卒業必要単位、修得単位、修得予定単位数の表示
・データベースサーバーの用意
・データベースの用意
・より洗練されたUIの作成、アンドロイド版とウェブ版のUIの一致



自己管理補助機能のイメージ

出席確認の通知

出席回数の管理

今後の展望



コミュニティ活動補助のイメージ

・クラス・授業毎の情報共有部屋
・勉強会の募集

今後の展望



ご清聴ありがとうございました


